
 

｜視点｜核時代最悪の行為 

 

【米サンタバーバラ IDN＝デイビッド・クリーガー】 

 

以下に記した「核時代の行為ワースト１０」は、現代という時代を方向づけてきた。それ

は、膨大な死と苦しみをもたらし、極めて高くつき、核拡散を促し、核テロや核事故、核

戦争への扉を開け、世界を第二の冷戦に引き戻そうとしている。 

 

これらの「ワースト１０」は、現代を理解しようとする全ての人にとって有益な情報とな

るだろう。そして、私たちが直面している核の危険は、米国とその他８つの核武装国の主

導と政策的決定によって悪化している。 

 

David Krieger 

資料：Rick Carter 



１． 広島への原爆投下（１９４５年

８月６日）：最初の原爆は主に民間

人が居住する地域に米国によって

投下され、約７万人が即死、その年

の末までにさらに１４万人が命を

失った。この攻撃は、この新しい大

量破壊兵器を都市に対して使用す

るとの米国の意思を示したものだ

った。 

 

２． 長崎への原爆投下（１９４５年

８月９日）：第２の原爆は、３日前

に広島に投下された原爆によって

引き起こされた死傷状況を日本の

指導層が確認する余地を与えないまま、再び主に民間人が居住する長崎に投下された。

長崎への原爆攻撃で、１９４５年末までにさらに７万人の命が奪われた。 

 

３． 単独での核軍拡競争の追求（１９４

５～４９）：最初の核兵器実験は、１９４

５年７月１６日、米国によって実施され

た。広島への最初の原爆攻撃からわずか

３週間前のことだった。第二次世界大戦

直後の世界で唯一の核武装国として、米

国は核戦力を拡大し続け、１９４６年に

はマーシャル諸島で核兵器の実験を開始

した。ここは、国連に代わって統治する

ように米国に要請されていた信託統治領

であった。米国は１９４６年から５８年の間に合計で６７回の核実験をマーシャル諸

島で行った。これはマーシャル諸島が、その１２年間、広島級原爆１．６発相当の爆

発力に毎日晒されていたことになる。 
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４． 「平和のための原子力」（１９５３）の開始：ドワイト・アイゼンハワー大統領は、

１９５３年１２月８日の演説で「平和のための原子力」提案を行った。これは、原子

力と核物質を、研究と発電の目的で拡散させるきっかけを作ったものだ。これにより、

イスラエル、南アフリカ、インド、パキスタン、北朝鮮などの国々に、核兵器がのち

に拡散することとなった。 

 

５． 冷戦期の二国間核軍拡競争（１９４９～９１）への関与：ソ連が１９４９年８月

２９日に初めての原爆実験を行ってから、核軍拡競争は二国間のものになった。米国・

ソ連間のこの核軍拡競争は、世界の核弾頭数が７万発になった１９８６年に絶頂に達

した。文明を何度も破壊するのに十分な量であり、人類の絶滅に帰結しかねないもの

であった。 

 

６． 大気圏内核実験の実施（１９４５～８０）：合計で５２８回の大気圏内核実験が実

施された。米国、英国、ソ連は、部分的核実験禁止条約に署名した１９６３年に大気

圏内核実験を停止。フランスは１９７４年まで、中国は１９８０年までつづけた。大

気圏内核実験によって大気圏内に大量の放射性物質が放出され、人間にガンや白血病

を引きおこした。 

 

７． 核不拡散条約（NPT）の軍縮条項

への違反（１９６８～現在まで）： NPT

第６条は「各締約国は、核軍備競争の

早期の停止及び核軍備の縮小に関する

効果的な措置につき、並びに厳重かつ

効果的な国際管理の下における全面的

かつ完全な軍備縮小に関する条約につ

いて、誠実に交渉を行うことを約束す

る」と規定している。 

 

NPT 締約国である５つの核兵器国（米国・ロシア・英国・フランス・中国）はこれら

の義務に違反しつづけている。その他４つの核兵器国（イスラエル・インド・パキス

タン・北朝鮮）は、慣習国際法の下で同じ義務に違反している。 

International Court of Justice 
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８． NPTにおいて原子力の利用を「奪い得な

い権利」と規定していること（１９６８～現

在まで）：NPT 第４条に含まれている「奪い

得ない権利」という文言は、原子力発電所の

開発と拡大を促進し、核兵器拡散の可能性を

高めている。原子力発電所はまた、テロリス

トの格好の標的でもある。原発によって生ま

れた放射性廃棄物の長期的な貯蔵に関する適

切な計画はまだ生み出されていない。原発に

政府が補助金を出すことで、再生可能エネル

ギー源の開発に必要な資金が奪われている。 

 

９． 北朝鮮との交渉妥結の失敗（１９９２～

現在まで）：ビル・クリントン政権の間、米国は、北朝鮮による核兵器開発阻止に向け

て同国との合意間近までいった。しかし、合意は履行されることなく、ジョージ・W・

ブッシュ政権の下では交渉が放棄された。結果として、北朝鮮は２００３年に NPTを

脱退し、２００６年に初の核実験を行った。 

 

１０． ABM条約からの脱退（２００２）：ジョージ・W・ブッシュ政権の下で、米国は一

方的に弾道弾迎撃ミサイル制限（ABM）条約から脱退した。これが、北大西洋条約機

構（NATO）の東方拡大と相まって、米国によるロシア国境近くでのミサイル防衛施

設設置を許すことになった。また、東アジアにも米ミサイル防衛が置かれることにな

った。欧州と東アジアのミサイル防衛は、これらの地域において新たな核軍拡競争を

生み出している。 (06.18.2016) INPS Japan/ IDN-InDepth News 

 

※デイビッド・クリーガーは、核時代平和財団の創設者・会長。 
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